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エグゼクティブサマリ

⚫ 自動車市場では、半導体不足が緩和し完成品メーカーが増産を計画するなど需要回復の兆しが
出てきた。2Q以降もこの傾向は続く見通し。

⚫ 半導体市場は、スマートフォンやPCをはじめとする最終需要は依然低迷しているものの、デバ
イスメーカーでは下落の一途であった需要に底打ちの兆候が出てきている。当社製品について
はサプライチェーンにおける流通在庫の解消までには時間を要し、回復は本年度下期の見通し。

1Q実績は対前年同期比で減収・減益となったが、受取配当金減や事業再編等による特殊要因を除
いた23年3月期1Q経常利益（110億円）に対しては、主に数量減による減益（110億円→69億円、
対前年同期△37%）となる。

期初計画では２Q以降に自動車向けが回復することを想定し下期偏重としていたため、進捗はぼぼ
想定どおり。

⚫ 営業利益は、自動車・半導体影響が大きく、円安等で一部カバーするも減益（139億円→37億
円、対前年同期△73%） 。

⚫ 経常利益は、UBE三菱セメント(株)の持分法投資利益の計上があったが、受取配当金減等によ
り減益（170億円→69億円、対前年同期△59%）。

⚫ 純利益は、経常利益減に加えて、特別利益（前年同期はセメント事業統合にかかる持分変動利
益110億円を計上）が大きく減少したことにより減益（241億円→49億円、対前年同期△80%）。

⚫ 通期業績・配当予想は前回（5月12日）公表値から変更なし。通期業績予想

第1四半期の
景況感・

今後の見通し

第1四半期
実績

（対前年同期比）
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損益推移の状況（四半期）

（単位：億円）

⚫24/3.1Qの売上は、主に多結晶シリコン事業譲渡とPTSスキームの受託製錬への変更により、前四半期比
△197億円の3,626億円となった。

⚫営業利益は、37億円（対前四半期△69%）となったが、前四半期は金属実収効率の改善による利益計上が
あったため、その影響を除けば、前四半期から大きな下振れはなかった。

⚫純利益は、49億円(対前四半期△74%)となったが、前四半期は法人税グループ通算制度移行等による税金費
用の減少があったため、その影響を除けば、前四半期を上回った。
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前年実績対比（連結損益計算書、為替、銅価格）

項目
23年3月期

第1四半期実績(a)
24年3月期

第1四半期実績(b)
増減(b-a)

売上高 4,226 3,626 △599

営業利益 139 37 △101

受取配当金 56 7 △48

その他金融収支 △11 △7 ＋3

持分法損益 △16 7 +23

その他営業外損益 2 24 +21

経常利益 170 69 △101

特別損益 103 1 △102

法人税等 △18 △17 ＋1

非支配株主に帰属する四半期純利益 △14 △4 ＋9

親会社株主に帰属する四半期純利益 241 49 △192

ドル為替（円/$） 130 137 ＋8

ユーロ為替（円/€） 138 149 ＋11

銅価格(LME) （￠/lb） 432 385 △48

（単位：億円）
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170

23年3月期
第1四半期
経常利益

24年3月期
第1四半期
経常利益

持分法
損益

価格差 数量差 その他

営業利益、経常利益ともに減益

⚫営業利益は、為替の円安効果に加え銅加工事業や加工事業における値上げ効果があったものの、エネル
ギーコストの増加、自動車減産や半導体市況悪化に伴う高機能製品および加工事業を中心とした減販に
より37億円（前年度実績△101億円の減益）となった。

⚫経常利益は、UBE三菱セメント社の持分法投資損益の改善があったものの、営業利益減に加えて、ロス
ペランブレス鉱山からの受取配当金の計上がなかったことから69億円（前年度実績△101億円の減益）
となった。

69

+17 △16
△60

△42

+25

為替差 受取
配当金

その他

△48

+23

営業利益△101億円

営業外損益+0億円

前年実績対比（利益要因内訳）

値上げ+41
エネルギーコスト△20

原材料他△37

（単位：億円）

金属事業△16 (PTSスキーム変更、ヘッジコストなど)
高機能△14（多結晶シリコン事業、ヘッジコストなど）

加工△6（販管費増など）

69
110

23/3.1Q 24/3.1Q

23/3.1Q経常利益の特殊要因を除く比較

前年同期比
△37%

為替差/価格差：+1
数量差：△60
営業その他：△25
受取配当金：△10
持分法損益：+28
経常その他：+25
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項目

23年3月期
第1四半期実績(a)＊1

24年3月期
第1四半期実績(b)

増減(b-a)

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

金属 2,897 61 120 2,409 16 26 △487 △44 △93

高機能製品 ＊2 1,332 37 38 1,205 4 2 △127 △32 △35

銅加工 1,037 10 7 1,016 5 △0 △20 △5 △7

電子材料 299 25 30 189 1 4 △109 △24 △25

加工 362 43 50 350 32 41 △12 △10 △8

再生可能
エネルギー

9 1 2 12 3 3 +3 +1 +0

その他 371 12 △33 334 △1 20 △36 △13 +53

調整額 △748 △16 △7 △686 △18 △24 +61 △1 △16

合計 4,226 139 170 3,626 37 69 △599 △101 △101

＊1:2023年4月1日に実施した組織再編に伴い、報告セグメントを変更しております。これに伴い、23年3月期第1四半期実績は、変更後の区分にあわせて組み替えております。
＊2:高機能製品合計額には、高機能製品共通として銅加工事業、電子材料事業間取引などを含めて記載しております。

（単位：億円）

前年実績対比（セグメント別内訳）
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連結貸借対照表

項目
23年3月末
（ａ）

23年6月末
（ｂ）

増減
（ｂ-ａ）

現金・預金 1,421 1,290 △130

受取手形・売掛金 1,884 1,864 △20

棚卸資産 3,776 4,203 +426

その他 4,077 4,150 +72

流動資産 計 11,160 11,509 +348

有形・無形固定資産 4,549 4,760 +210

投資その他資産 3,207 3,418 +210

固定資産 計 7,757 8,178 +420

資産 計 18,917 19,687 +769

項目
23年3月末
（ａ）

23年6月末
（ｂ）

増減
（ｂ-ａ）

支払手形・買掛金 852 727 △124

借入金・社債・CP 5,335 5,805 +470

その他負債 6,441 6,758 +317

負債 計 12,629 13,291 +662

資本金 1,194 1,194 －

資本剰余金
自己株式

790 790 +0

利益剰余金 3,388 3,405 +16

その他の包括
利益累計額

559 692 +133

非支配株主持分 355 312 △43

純資産 計 6,288 6,395 +106

負債純資産 計 18,917 19,687 +769自己資本比率 31 % 31 %

ネットDEレシオ 0.7 倍 0.7 倍

（単位：億円）
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経常利益増減内訳 (億円)

23年3月期実績(a) 120

為替差 +8

価格差 △30

数量差 △6

受取配当金 △45

持分法損益 △33

その他 +13

24年3月期実績(b) 26

⚫1Q実績は、銅及びパラジウムの価格下落やエネルギーコストの増加等に加えて、ロスペランブレス鉱山から
の受取配当金の計上がなかったこと、持分法投資損益の減少があったことなどにより経常利益は26億円（前
年度実績△93億円の減益）となった。

セグメント概況 金属事業

項目
23年3月期

第1四半期実績(a)
24年3月期

第1四半期実績(b)
増減
(b-a)

売上高 億円 2,897 2,409 △487

営業利益 億円 61 16 △44

経常利益 億円 120 26 △93

電気銅販売量
（単体自社品）

千ｔ 79 86 +7

鉱山配当 億円 51 6 △45

金属事業カンパニー
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セグメント概況 高機能製品（銅加工）

経常利益増減内訳 (億円)

23年3月期実績(a) 7

為替差 +0

価格差 +6

数量差 △9

受取配当金 △0

その他 △4

24年3月期実績(b) △0

項目
23年3月期

第1四半期実績(a)
24年3月期

第1四半期実績(b)
増減(b-a)

売上高 億円 1,037 1,016 △20

営業利益 億円 10 5 △5

経常利益 億円 7 △0 △7

伸銅品販売量 千ｔ 34 29 △5

⚫1Q実績は、販売価格の値上げ効果があった一方、エネルギーコストの増加に加えて、自動車向け製品を中心
とした販売の減少、持分法投資損益の減少（今期計上なし）があったことなどにより経常利益は△0億円
（前年度実績△7億円の減益）となった。

高機能製品カンパニー
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セグメント概況 高機能製品（電子材料）

経常利益増減内訳(億円)

23年3月期実績(a) 30

為替差 +0

価格差 +0

数量差 △14

受取配当金 △0

持分法損益 +0

その他 △12

24年3月期実績(b) 4

項目
23年3月期

第1四半期実績(a)
24年3月期

第1四半期実績(b)
増減(b-a)

売上高 億円 299 189 △109

営業利益 億円 25 1 △24

経常利益 億円 30 4 △25

⚫1Q実績は、半導体関連製品の販売が減少したことに加え、2023年３月に多結晶シリコン事業を譲渡した影
響などにより経常利益は4億円（前年度実績△25億円の減益）となった。

高機能製品カンパニー
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セグメント概況 加工事業

経常利益増減内訳(億円)

23年3月期実績(a) 50

為替差 +8

価格差 +6

数量差 △18

受取配当金 △0

その他 △4

24年3月期実績(b) 41

項目
23年3月期

第1四半期実績(a)
24年3月期

第1四半期実績(b)
増減(b-a)

売上高 億円 362 350 △12

営業利益 億円 43 32 △10

経常利益 億円 50 41 △8

⚫1Q実績は、為替が円安基調で推移した影響や販売価格の値上げ効果があった一方、原材料・エネルギーコス
トの増加に加え、日本及び中国を中心に販売が減少したことなどにより経常利益は41億円（前年度実績△8
億円の減益）となった。

加工事業カンパニー
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UBE三菱セメント社概況

■UBE三菱セメント社連結損益計算書

項目
23年3月期

第1四半期実績
24年3月期

第1四半期実績

売上高 億円 1,296 1,478

営業利益 億円 △78 94

経常利益 億円 △74 97

親会社株主に帰属する
四半期純利益

億円 △96 44

■当社持分法投資損益

持分法投資損益 億円 △50 20

■UBE三菱セメント社諸元

項目
23年3月期

第1四半期実績
24年3月期

第1四半期実績

セメント(国内総需要) 万ｔ 918 858

セメント(国内)販売数量 万ｔ 226 206

セメント(米国)販売数量 万st 50 49

生コン(米国)販売数量 万cy 184 202

一般炭価格(参考指標) $/ｔ 373 161

ドル為替レート 円/$ 130 137

※上記一般炭価格は参考指標であり、実際の調達価格とは異なる。

• 国内セメント事業は、第１四半期の販売数量は減少したが、昨
年度より取り組んでいる追加値上げ、および事業構造改善や安
価熱エネルギーの使用拡大等の収益改善策を推進した。今年度
黒字化達成を目指す。

• 米国事業は、前年第４四半期の天候不良により滞っていた工事
が再開され、第１四半期の生コン販売数量は大幅に増加。値上
げ効果も相俟り大幅な増収増益となった。

• 通期予想は、当初想定を据え置き。

（参考）23年6月末 連結貸借対照表 （単位：億円）

総資産 7,792 有利子負債 2,030 自己資本 3,325

自己資本比率 42.7% ネットD/Eレシオ 0.46倍
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24年3月期通期業績予想

項目 23年3月期実績(a) 24年3月期予想(b) 増減(b-a)

売上高 億円 16,259 16,700 +441

営業利益 億円 500 500 △0

経常利益 億円 253 580 +327

親会社株主に帰属する
当期純利益

億円 203 410 +207

⚫24年3月期通期の連結業績予想は、当第1四半期連結累計期間における実績及び今後の事業環境の見通し
等を考慮し、前回（5月12日)公表値から変更しておりません。

一株配当（円）

中間配当 25 47 +22

期末配当 25 47 +22
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24年3月期通期業績予想（セグメント別内訳）

項目
23年3月期実績(a)＊1 24年3月期予想(b) 増減(b-a)

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益

金属 10,893 282 299 10,717 219 345 △176 △63 ＋46

高機能製品＊2 5,263 81 71 5,474 155 126 ＋211 ＋74 ＋55

銅加工 4,021 26 △0 4,640 97 67 ＋619 ＋71 ＋67

電子材料 1,246 59 77 849 61 63 △397 ＋2 △14

加工 1,416 141 145 1,539 143 152 ＋123 ＋2 ＋7

再生可能
エネルギー

34 2 9 45 5 4 ＋11 ＋3 △5

その他 1,706 90 △159 1,608 59 87 △98 △31 ＋246

調整額 △3,054 △96 △113 △2,683 △81 △134 ＋371 ＋15 △21

合計 16,259 500 253 16,700 500 580 ＋441 △0 ＋327

（単位：億円）

⚫セグメント別の売上・利益予想についても前回予想（5月12日時点）から変更なし。

＊1:2023年4月1日に実施した組織再編に伴い、報告セグメントを変更しております。これに伴い、23年3月期実績については、変更後の区分にあわせて組み替えております。
＊2:高機能製品合計額には、高機能製品共通として銅加工事業、電子材料事業間取引などを含めて記載しております。
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【ご参考】前年実績対比（セグメント別要因内訳）

項目
23年3月期
第1四半期
実績(ａ) ＊1

24年3月期
第1四半期
実績(ｂ)

増減
(ｂ-ａ)

為替差 価格差 数量差
受取
配当金

持分法
損益

その他

金属

売上高 2,897 2,409 △487 +152 △154 △485 - - -

営業利益 61 16 △44 +8 △30 △6 - - △16

経常利益 120 26 △93 +8 △30 △6 △45 △33 +13

高機能製品 ＊2

売上高 1,332 1,205 △127 +19 △10 △58 - - △78

営業利益 37 4 △32 +0 +5 △23 - - △14

経常利益 38 2 △35 +0 +5 △23 △0 △5 △12

銅加工

売上高 1,037 1,016 △20 +18 △10 △28 - - -

営業利益 10 5 △5 +0 +6 △9 - - △2

経常利益 7 △0 △7 +0 +6 △9 △0 △5 +1

電子材料

売上高 299 189 △109 +1 △0 △32 - - △78

営業利益 25 1 △24 +0 +0 △14 - - △10

経常利益 30 4 △25 +0 +0 △14 △0 +0 △12

加工

売上高 362 350 △12 +16 +11 △39 - - -

営業利益 43 32 △10 +8 +6 △18 - - △6

経常利益 50 41 △8 +8 +6 △18 △0 - △4

再生可能
エネルギー

売上高 9 12 +3 - +2 +1 - - -

営業利益 1 3 +1 - +2 +0 - - △1

経常利益 2 3 +0 - +2 +0 - △1 △1

その他

売上高 371 334 △36 +1 - △16 - - △21

営業利益 12 △1 △13 +0 - △8 - - △5

経常利益 △33 20 +53 +0 - △8 △2 +63 △0

調整額

売上高 △748 △686 +61 - +30 +31 - - -

営業利益 △16 △18 △1 - - △3 - - +2

経常利益 △7 △24 △16 - - △3 △1 △0 △11

合計

売上高 4,226 3,626 △599 +189 △121 △568 - - △99

営業利益 139 37 △101 +17 △16 △60 - - △42

経常利益 170 69 △101 +17 △16 △60 △48 +23 △17

＊1:2023年4月1日に実施した組織再編に伴い、報告セグメントを変更しております。これに伴い、23年3月期第1四半期実績は、変更後の区分にあわせて組み替えております。
＊2:高機能製品合計額には、高機能製品共通として銅加工事業、電子材料事業間取引などを含めて記載しております。

（単位：億円）
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（単位：億円）

【ご参考】23年3月期実績四半期別推移

項目
23年3月期実績＊1

1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期

金属

売上高 2,897 2,775 5,673 2,718 2,501 5,220 10,893

営業利益 61 102 164 26 92 118 282

経常利益 120 91 212 3 82 86 299

高機能製品 ＊2

売上高 1,332 1,270 2,603 1,368 1,292 2,660 5,263

営業利益 37 24 61 13 6 20 81

経常利益 38 23 61 13 △2 10 71

銅加工

売上高 1,037 963 2,001 1,040 980 2,020 4,021

営業利益 10 14 24 △0 2 2 26

経常利益 7 5 12 △3 △9 △13 △0

電子材料

売上高 299 304 604 329 312 642 1,246

営業利益 25 12 38 16 4 21 59

経常利益 30 20 50 18 7 26 77

加工

売上高 362 355 718 353 343 697 1,416

営業利益 43 35 78 34 27 62 141

経常利益 50 37 88 29 27 57 145

再生可能
エネルギー

売上高 9 8 17 7 9 17 34

営業利益 1 △1 0 △0 2 1 2

経常利益 2 0 3 2 4 6 9

その他

売上高 371 398 770 437 498 935 1,706

営業利益 12 23 35 19 34 54 90

経常利益 △33 △63 △97 △13 △49 △62 △159

調整額

売上高 △748 △714 △1,463 △769 △821 △1,591 △3,054

営業利益 △16 △27 △44 △9 △42 △51 △96

経常利益 △7 △29 △37 △15 △60 △75 △113

合計

売上高 4,226 4,093 8,319 4,115 3,823 7,939 16,259

営業利益 139 156 295 84 121 205 500

経常利益 170 59 230 19 3 22 253

＊1:2023年4月1日に実施した組織再編に伴い、報告セグメントを変更しております。これに伴い、変更後の区分にあわせて組み替えております。
＊2:高機能製品合計額には、高機能製品共通として銅加工事業、電子材料事業間取引などを含めて記載しております。
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（単位：億円）

【ご参考】24年3月期実績四半期別推移

項目
24年3月期実績

1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期

金属

売上高 2,409

営業利益 16

経常利益 26

高機能製品 ＊1

売上高 1,205

営業利益 4

経常利益 2

銅加工

売上高 1,016

営業利益 5

経常利益 △0

電子材料

売上高 189

営業利益 1

経常利益 4

加工

売上高 350

営業利益 32

経常利益 41

再生可能
エネルギー

売上高 12

営業利益 3

経常利益 3

その他

売上高 334

営業利益 △1

経常利益 20

調整額

売上高 △686

営業利益 △18

経常利益 △24

合計

売上高 3,626

営業利益 37

経常利益 69

＊1:高機能製品合計額には、高機能製品共通として銅加工事業、電子材料事業間取引などを含めて記載しております。
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【ご参考】諸元・前提条件四半期別推移

項目
24年3月期実績

1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期

電気銅販売量(単体自社品) 千ｔ 86

鉱山配当 億円 6

伸銅品販売量 千ｔ 29

ドル為替レート 円/$ 137

ユーロ為替レート 円/€ 149

銅価格(LME) ¢/lb 385

項目
23年3月期実績

1Q 2Q 上期 3Q 4Q 下期 通期

電気銅販売量(単体自社品) 千ｔ 79 83 162 83 73 156 318

電気銅販売量(PTS) ＊ 千ｔ 68 70 138 63 39 102 240

鉱山配当 億円 51 5 57 13 1 14 72

伸銅品販売量 千ｔ 34 33 66 35 33 68 134

ドル為替レート 円/$ 130 138 134 142 132 137 135

ユーロ為替レート 円/€ 138 139 139 144 142 143 141

銅価格(LME) ¢/lb 432 351 392 363 405 384 388

＊電気銅販売量は買鉱製錬による電気銅販売量となります。



三菱マテリアル株式会社
コーポレートコミュニケーション室 ＩＲグループ

〒100-8117 東京都千代田区丸の内3-2-3 丸の内二重橋ビル

ml-mmcir@mmc.co.jp

https://www.mmc.co.jp/corporate/ja/index.html

お問合せ先

＜免責事項＞

本資料における見通しは、本資料発表日時点で入手可能な情報により当社が判断したものです。

実際の業績は様々なリスク要因や不確実な要素により、本資料業績予想と大きく異なる可能性があります。

本資料に掲載されている内容・写真・図表などの無断転載を禁止します。
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